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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

私たちは、株主をはじめとする全てのステークホルダーに対する経営責任と説明責任を明確にするとともに、高い透明性を持ち、迅速な意思決定
が可能な経営体制を確立することで、当社グループ全体での収益力の拡大と経営と資本の効率を高め、企業価値の増大を目指しています。さら
には内部統制システムとリスク管理体制を充実させ、グループ子会社の事業活動についても管理・監督を行う経営システムの構築を図ることを
コーポレート・ガバナンスの基本的な方針と考え、重要な経営課題であると認識しています。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

当社は、コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しています。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

［原則１－４．いわゆる政策保有株式］

当社は、事業の拡大、持続的発展のため、純投資以外の目的で、政策保有株式として、取引先の株式を保有しています。政策保有株式について
は、年に1回、事業戦略上の重要性、取引先との事業上の関係、当社の資本効率などを総合的に勘案し、その投資可否を判断し、保有の合理性
については取締役会に報告を行っております。その検討の過程で売却が妥当との方向性が出された株式については、今後対応を進めていく予定
です。

政策保有株式の、議決権の行使については、当社の事業戦略への影響や発行会社の中長期的な企業価値向上やコーポレート・ガバナンス等の
観点から議案ごとに確認して、議決権の行使を行っています。

［原則１－７．関連当事者間の取引］

当社では、取締役会規則に基づき、当社と取締役との関連当事者間の取引を行う場合には、取締役会の決議を要することとし、複数の社外取締
役による十分な審議を経たうえで判断を行っています。また、関連当事者間の取引を行ったときは、遅滞なく重要な事実を取締役会に報告します。

［原則３－１．情報開示の充実］

（１）当社の社名「アーレスティ」は、R・S・T<Research><Service><Technology>の三つの言葉の統合です。この社名には、より品質の高い
Research、Service、Technologyを追求し、さまざまな製品を通して、広く社会のお役にたちたいという想いが込められています。こうした当社の想い
を実現するため、当社は経営基本方針を「常に生きいきと活動し理論と実験と創意と工夫を尊重して品質のすぐれた製品と行き届いたサービスを
提供しよう」と定め、グループ全体に考え方が浸透し、行動に結びつくよう活動を行っています。

当社では、日常業務遂行において遵守すべき基本事項を定めた「アーレスティグループ行動規範」（当社ホームページで開示）を制定し、法令・社
会倫理の遵守をグループ全体の役員・従業員全体に徹底しています。また、この行動規範を遵守し、アーレスティ社員一人ひとりが経営基本方針
に沿って、スキルを向上させ、自ら生み出す製品に自信を持ち、優れた製品によって社会貢献していくために、RST Wayの「誠実」「率先」「スピー

ド」「成長」「挑戦」の５つの具体的な行動基準を定め、浸透活動を行っています。

当社グループの長期的な経営の方向性を示した「アーレスティ10 年ビジョン」では、「信頼を究めよう　2025」を目標に「お客様からの信頼No.1」「グ

ローバルで車の軽量化に役立つ」「売上高2000 億円＋α」をありたい姿としました。10年ビジョンの中では、お客様からの信頼を究めつつ、安定し

て持続的に成長していくための基本戦略を事業戦略、機能別戦略、マネジメントの取組みとして定めています。

2016年度よりスタートした1618中期経営方針では、ものづくりを究め進化させ、アーレスティプロダクションウェイを確立していくため、次の５つを柱
として、全従業員が積極的に活動し計画達成を目指して全力で取り組んでおります。

1．大型高難易度製品の顧客評価No.1を実現する

大型で要求品質の高い部品のQCDを向上させることで顧客評価No.1を目指す。

自動車部品におけるアルミダイカスト製品は、グローバルでの需要拡大や軽量化、環境対応が期待されています。グローバルな営業活動の推進
とともに、投資・生産効率のすぐれたグローバルラインの構築を図っています。

2．ものづくりを究める

グローバルでしくみを統一し、同質のものづくりと品質を実現する。

これまでの技術・改善施策を発展させながらグローバルでしくみを統一し、同質のものづくりと品質を実現していく活動を進めています。この活動を
通じて、アーレスティプロダクションウェイを確立し、ものづくりを究めてまいります。

3．生きいきと活動する会社を築く

RST Wayを実践できる企業風土づくりと人材を育成する。

RST Wayは、従業員一人ひとりが当社の経営基本方針を実現するための考え方や行動の基本となる行動基準です。全従業員が生きいきと活動

する企業風土を築いていくため、このRST Wayの浸透・実践を深める活動を展開しています。また国内・海外で同レベルの教育が行える環境整備

を進め、アーレスティプロダクションウェイに必要なひとづくりを進めています。

4．収益力を高める



ものづくりを究める施策で製造原価を低減するとともに、収益管理の質を高める。

原価低減や生産性向上等のものづくりを究める施策とともに、各グループ企業、工場の投資効率、資金効率の改善等を進めることで収益力を高
める施策を行っています。

5．リスク管理を徹底する

BCPの訓練等により想定リスクに対する事業継続力を高める。

大規模な地震等の災害に対して当社グループだけでなく取引先も含めて、リスクに備え事業継続力を高めています。またグローバル化が進展して
いく中で、各国・地域に応じたリスクを想定して、事業継続計画の策定・訓練を進めています。

当社は、こうした取組みを継続し企業価値を増大させていくことが、株主の共通の利益にも資するものと考えています。中長期的な事業発展のた
めの財務体質と経営基盤の強化を図ることを考慮しつつ適正な利益還元を行うことを資本政策の基本的な考え方として、企業成長に必要な投資
額及び配当性向や連結業績の動向も十分考慮した配当を行っていきます。

経営基本方針、10年ビジョン、中期経営計画、資本政策については、アニュアルレポートや決算説明資料等での開示も参考ください。

（アーレスティIR資料：https://www.ahresty.co.jp/ir/irreport）

（２）コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方等を当社ホームページに開示しています。

（コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方：https://www.ahresty.co.jp/company/governance/corporate_governance/）

（３）当社の取締役の報酬は、固定報酬である基本報酬部分と毎期の業績達成度合いに応じて変動する業績連動報酬部分、長期インセンティブ
部分として株式報酬型ストックオプションによる体系となっていました。各取締役に対して業績及び企業価値向上に対する動機づけが行われ、役
割と責務に相応しい体系であると考えています。

第97回定時株主総会において、当社は、10年ビジョンと中期経営計画の実現に向けて、①当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブ
を与えること、②株主の皆様との一層の価値共有を進めること、③中長期的な業績目標との連動性を一層高めること、の3点を目的として役員の
報酬体系の見直しを行い、譲渡制限付株式報酬制度を導入しました。業績連動報酬部分の一部を「業績連動型譲渡制限付株式」に、長期インセ
ンティブ部分を「勤務継続型譲渡制限付株式」とし、譲渡制限付株式の一部を、中期経営計画の達成状況や業績等に基づき報酬額を決定する仕
組みとすることで、より中長期的な観点での業績向上や株主の皆様との価値共有を図ってまいります。

取締役の報酬については、個々の報酬額の決定方式について社外取締役が過半数以上を占める監査等委員会の検討・意見を踏まえ定めること
で、公正かつ透明性を確保する手続きとしています。

（４）取締役候補の指名においては、当社の中長期的な企業価値の向上に貢献できる経験、資質、専門性を総合的な観点から検討をおこなってい
ます。そのうえで、業務執行取締役については、当社事業に精通し、経営を適切に遂行できる能力を有することが必要と考えています。取締役会
では、社外取締役の意見も聞き、上記の観点を十分検討したうえで、株主総会に取締役候補者案を提出しています。

（５）取締役会において、候補者の有する経験・知識、業績評価を踏まえた上で、候補者の指名を行います。当社は、株主総会において、取締役
（監査等委員である取締役を含む。）の候補者を提案する場合には、招集通知において当該候補者の略歴及び選任理由等を記載しています。

（株主総会資料：https://www.ahresty.co.jp/ir/shareholders_meeting/）

［補充原則４－１－１　（取締役会の役割・責務（１））］

当社は、取締役会の監督機能を強化する一方で、業務執行機能を経営会議や業務執行取締役に権限委譲し、積極果敢な経営判断を行う体制を
整備していくことが経営と資本の効率を高めると考えています。

こうした考えのもとで、自ら業務執行を行わない社外取締役の機能を活用することが、コーポレート・ガバナンスを強化していくことに相応しいと考
え、2015年6月から監査等委員会設置会社に移行しました。移行に際しては、取締役会の決裁権限の見直しも行い、取締役会では経営に関する
重要事項を中心に決定をする体制としました。当社は、法令及び定款に定められた事項、重要な業務執行のうち、組織変更、子会社の設立、多額
の資産の取得・処分等につきましては、取締役会の決議事項としています。

取締役会で決定した事項の個別の業務執行については、取締役会規則、経営会議規程又は業務分掌規程等に基づき、各事業部門における意
思決定や業務遂行を行っております。

［原則４－８．独立社外取締役の有効な活用　及び　補充原則４－１１－１　取締役会・監査役会の実効性確保のための前提条件］

当社は、自ら業務執行を行わない社外取締役の機能を活用することが、コーポレート・ガバナンスを強化していくことに相応しいと考え、2015年6月
から監査等委員会設置会社に移行しました。「アーレスティ10年ビジョン」の「信頼を究める」を達成するためには、取締役会の監督機能を高めな
がら活発な議論を行っていくことが有効であり、取締役会の規模は10名程度（監査等委員である取締役を含む。）が適切と考えています。また企業
経営、グローバルな視点や、コーポレートファイナンス、コンプライアンス、会計等の社外取締役の様々な知識、経験を活かすことが、当社の取締
役会の実効性向上には重要と認識しています。

現在の取締役の人数は１１名であり、この内、社外取締役は４名となっており、規模とバランスについては適切な水準と考えています。一方で、当
社のグローバル展開における事業環境の変化や事業規模の拡大に応じて、今後とも取締役会に必要な役割や多様性、規模は常に検討を進めて
いきます。

［原則４－９．独立社外取締役の独立性判断基準及び資質］

当社では、社外取締役の選任にあたっては、会社法や東京証券取引所が定める基準に加えて、当社独自の「独立取締役選任基準」を満たす候
補者を選定しています。当社が独立性判断の基準としているものは、以下の通りです。

１　現在及び過去10年間において、当社グループの業務執行取締役等（業務執行取締役、執行役員、その他の使用人を含む）でないこと

２　現在及び過去5年間において、当社の現在の主要株主、その親会社若しくは重要な子会社の取締役、監査役、執行役員、その他使用人でない
こと

３　当社グループの主要取引先の業務執行者または使用人でないこと。主要取引先とは、過去3事業年度における当社グループとの取引額が、
販売先の時には当社グループの、仕入先の時には取引先の連結売上高の２％以上を占める場合をいう

４　当社グループから一定額以上の寄付を受けている非営利団体等の理事、その他の役員、使用人でないこと。一定額とは、過去3事業年度の平
均で1000万円または当該団体の総収入の２％以上を占める場合をいう

５　当社グループから、過去3事業年度において、役員報酬以外に一定額以上の金銭その他の財産上の利益を受けている弁護士、公認会計士又
は税理士その他のコンサルタントでないこと。一定額とは、過去3年間の平均で年間1000万円以上となる場合をいう

６　以下に該当する者の配偶者、2親等内の親族でないこと

（１） 現在及び過去5年間における当社の取締役、監査役、重要な使用人

（２） 現在及び過去5年間における当社子会社の取締役

（３） 上記２から５で就任を制限している対象者



［補充原則４－１１－２　（社外取締役の兼務状況等の開示）］

有価証券報告書、株主総会招集通知等で社外取締役の兼任状況を開示しています。社外取締役が他の会社の取締役等の役員を兼任する場合
には、当社の取締役としての役割・責務を適切に遂行するために必要な時間・労力が確保可能かどうかという観点でも検討を行っています。

［補充原則４－１１－３　（取締役会・監査役会の実効性確保のための前提条件）］

当社は、取締役会において、コーポレート・ガバナンス・コードへの取組状況を確認し、ガバナンスの実効性の向上に向けた対応計画を決定してい
ます。その議論の過程を通じて、毎年取締役会の構成、運営状況、議論や意思決定プロセス等の観点で評価を行うこととします。

2017年度、当社では取締役会（書面決議の１回は除く）は１４回開催され、経営戦略やコーポレート・ガバナンス、設備投資等の様々な経営課題、
業務執行について、社外取締役からも意見をもらい活発な議論を行っております。当社のグローバル展開における事業環境の変化や事業規模の
拡大に応じて、取締役会に必要な役割等についても常に議論し見直していく必要があります。「アーレスティ10年ビジョン」の「信頼を究める」を達
成していくため、引き続き取締役会の監督機能を高め実効性向上を図っていく方針です。

［補充原則４－１４－２　（取締役・監査役のトレーニング）］

取締役には、求められる役割と責務に照らし適任な人材を選任しています。特に社内の取締役は、当社の事業・財務・組織等を熟知した人物を選
任しています。会社法、コーポレート・ガバナンス、コンプライアンス、コーポレートファイナンスなどその時々の情勢にあったテーマについて、社外
の専門家等の説明会、講習会等を実施し、取締役として必要な知識の習得に努めています。

［原則５－１．株主との建設的な対話に関する方針］

当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に向けて、株主・投資家と建設的な対話を行い良好な関係を構築・維持していくことが重要と
考えます。当社は、当社に対する理解を深めていくために、法令に基づく財務・非財務の情報の適時・適切な開示を行うとともに、法令に基づく開
示以外の情報も積極的に提供します。また株主・投資家との対話で得られた意見については経営にフィードバックを行い、企業価値向上に活かし
ます。

１）当社における株主との対話については、経営企画部が担当となり、代表取締役社長が統括します。

株主との対話に関しては、経営企画部が代表取締役社長、管理本部長等と対応方法を検討し、適切に対応しきます。

２）経理部、ヒューマンリソース部等の関連部門は、株主との建設的な対話が実現するよう、積極的に連携を取りながら、開示資料の作成や必要
な情報の共有等の業務を行います。

３）株主との個別面談以外の対話の手段として、決算説明会、株主総会後の経営方針説明会、当社ホームページによる情報開示などを実施し、
当社の経営方針・戦略や業界環境に関する理解を深めていただく活動を行います。

４）株主からの意見や質問等は、取締役・経営陣および関係部門へフィードバックし、情報の共有・活用を図り、当社の企業価値向上に向けて活用
します。

５）当社は、株主・投資家等資本市場参加者などに対する当社及び当社グループの情報開示の方針として「ディスクロージャー規程」を定め、会社
情報の正確・適時・公平な開示に努めます。決算情報の漏洩を防ぎ公平性を確保するため、決算発表までの3週間を沈黙期間として投資家との対
話を制限します。インサイダー取引防止規程等を定めるとともに、役職員教育を通じ、グループ全体での重要情報管理とインサイダー取引の未然
防止を徹底します。

なお、当社の情報開示に対する姿勢については、当社ホームページにおいて「ディスクロージャーポリシー」を公表します。

（ディスクロージャーポリシー：https://www.ahresty.co.jp/company/governance/sh_dialogue/）

６）当社は、株主構成の把握に努め、株主との建設的な対話の充実を図っていくため、定期的に実質株主の調査を実施します。

７）当社は、経営戦略や経営計画の策定や公表に際しては、将来的な収益や資本効率等の目標と目標達成に向けた経営資源の配分等の戦略・
施策を定め、株主に分かりやすい説明に努めます。

２．資本構成

外国人株式保有比率 20%以上30%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,176,700 4.52

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 948,000 3.64

高橋　新 915,021 3.51

ＢＮＰ　ＰＡＲＩＢＡＳ　ＳＥＣＵＲＩＴＩＥＳ　ＳＥＲＶＩＣＥＳ　ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ／ＪＡＳＤＥＣ／ＡＣＣＴ　ＢＰ
２Ｓ　ＤＵＢＬＩＮ　ＣＬＩＥＮＴＳ－ＡＩＦＭ

668,000 2.56

日本軽金属株式会社 657,392 2.52

ＤＦＡ　ＩＮＴＬ　ＳＭＡＬＬ　ＣＡＰ　ＶＡＬＵＥ　ＰＯＲＴＦＯＬＩＯ 607,700 2.33

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 595,600 2.28

アーレスティ取引先持株会 591,731 2.27

スズキ株式会社 565,767 2.17

株式会社みずほ銀行 544,375 2.09

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明



上記大株主の状況の10位として1社追加記載致します。

　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行　　所有株式数 544,375株　　割合 2.09％　

１．平成30年４月２日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、㈱三菱東京ＵＦＪ銀行及びその共同保有者である三菱ＵＦＪ信託
銀行㈱、三菱ＵＦＪ国際投信㈱並びに三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券㈱が報告義務発生日（平成30年３月26日）現在で、それぞれ以下のとおり
株式を保有している旨が記載されているものの、当社として期末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には
含めておりません。

２．平成30年２月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、三井住友信託銀行㈱及びその共同保有者である
日興アセットマネジメント㈱が、報告義務発生日（平成30年１月31日）現在で、以下のとおり株式を保有している旨が記載されているものの、当社と
して期末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

３．平成29年10月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、㈱みずほ銀行及びその共同保有者であるみずほ
証券㈱、アセットマネジメントOne㈱が報告義務発生日（平成29年９月29日）現在で、それぞれ以下のとおり株式を保有している旨が記載されてい
るものの、当社として期末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第一部

決算期 3 月

業種 非鉄金属

直前事業年度末における（連結）従業員
数

1000人以上

直前事業年度における（連結）売上高 1000億円以上1兆円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社以上50社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

―――



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査等委員会設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 13 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 11 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 4 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

4 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

早乙女　唯夫 税理士

志藤　昭彦 他の会社の出身者

塩澤　修平 学者 ○

早乙女　雅人 他の会社の出身者 ○

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
監査等
委員

独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由



早乙女　唯夫 ○ ○ ―――

早乙女唯夫氏は、社外役員となること以外で直
接経営に関与された経験はありませんが、税
理士の資格を有し、長年にわたる税理士として
の実務経験と見識を有しており、社外の中立的
な立場と専門的な立場から、取締役会の意思
決定の妥当性、適正性、企業経営の健全性等
について助言、監督するなど、社外取締役（監
査等委員）としての職務を適切に実施していた
だけるものと期待すると共に、コーポレート・ガ
バナンス体制の充実を図るために選任しており
ます。

また、同氏は当社グループとの間には取引関
係がなく、一般株主との利益相反が生じるおそ
れがないと判断しております。

志藤　昭彦 ○ ○ ―――

志藤昭彦氏は、グローバル展開する自動車部
品企業の経営者としての豊富な経験と見識を
有しており、社外の中立的な立場と専門的な立
場から、取締役会の意思決定の妥当性、適正
性、企業経営の健全性等について助言、監督
するなど、社外取締役（監査等委員）としての職
務を適切に実施していただけるものと期待する
と共に、コーポレート・ガバナンス体制の充実を
図るために選任しております。

また、同氏は当社グループとの間には取引関
係がなく、一般株主との利益相反が生じるおそ
れがないと判断しております。

塩澤　修平 ○ ○

塩澤修平氏は、慶應義塾大学経済学部
教授を務めております。当社は、慶應義
塾　教育・研究・医療　環境整備事業に寄
付を行っておりますが、当該寄付は同氏
の研究分野に関係するものではなく、金額
も当社の取締役の独立性基準に定める金
額を超えるものではなく、その性質・規模
に照らして、独立性に影響を及ぼすおそ
れはないものと判断しております。

塩澤修平氏は、社外役員となること以外で直接
経営に関与された経験はありませんが、理論
経済学、金融理論を専門とする経済学部教授
として豊富な経験と知識を有しており、社外の
中立的な立場と専門的な立場から、取締役会
の意思決定の妥当性、適正性、企業経営の健
全性等について助言、監督するなど、社外取締
役（監査等委員）としての職務を適切に実施し
ていただけるものと期待すると共に、コーポ
レート・ガバナンス体制の充実を図るために選
任しております。

また、同氏は当社グループとの間には取引関
係がなく、一般株主との利益相反が生じるおそ
れがないと判断しております。

早乙女　雅人 ○ ○

早乙女雅人氏は、日本軽金属ホールディ
ングス株式会社の執行役員、日本軽金属
株式会社の常務執行役員を兼務しており
ます。業務執行している会社等のうち日本
軽金属株式会社は当社株式657,392株
（持株比率2.5％）を保有しております。ま
た当社グループは、アルミ原材料等の仕
入先として日本軽金属ホールディングス
株式会社の連結対象会社と取引関係に
ありますが、取引の合計額は日本軽金属
ホールディングス株式会社の連結売上高
の0.7％未満であり、保有株数、取引金額
とも特別の利害関係を生じさせる重要性
はなく、独立性に影響を及ぼすおそれは
ないものと判断しております。

早乙女雅人氏は、非鉄金属企業の経営者とし
ての豊富な経験と見識を有しており、社外の中
立的な立場と専門的な立場から、取締役会の
意思決定の妥当性、適正性、企業経営の健全
性等について助言、監督するなど、社外取締役
（監査等委員）としての職務を適切に実施して
いただけるものと期待すると共に、コーポレー
ト・ガバナンス体制の充実を図るために選任し
ております。また、同氏は東京証券取引所が定
める独立性の要件を充たしており、一般株主と
の利益相反が生じるおそれがないと判断して
おります。

【監査等委員会】

委員構成及び議長の属性

全委員（名） 常勤委員（名）
社内取締役
（名）

社外取締役
（名）

委員長（議長）

監査等委員会 5 1 1 4 社内取締役

監査等委員会の職務を補助すべき取締
役及び使用人の有無

あり

当該取締役及び使用人の業務執行取締役からの独立性に関する事項



当社は2016年２月に監査等委員会の補助者1名を監査等委員会の同意を経て、任命を行いました。監査等委員会の職務についての指揮命令系
統の明確化、人事面を監査等委員会の同意の上で決定することで執行部門からの一定の独立性が保たれております。

監査等委員会、会計監査人、内部監査部門の連携状況

執行部門から独立した内部監査部は、当社グループの業務監査、内部統制システムの有効性の評価を行っており、「内部監査規程」に基づき監
査等委員と調整して内部監査計画を立て、内部監査の結果は監査等委員に原則として月１回報告することとしております。

また、監査等委員会、内部監査部及び会計監査人は必要に応じて打ち合わせを行うなど、情報交換を密にし、連携して監査が実効的に行われる
ようにすることとしております。

【任意の委員会】

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

なし

【独立役員関係】

独立役員の人数 4 名

その他独立役員に関する事項

社外取締役を選任するための会社からの独立性に関する「独立取締役選任基準」（平成27年10月制定）に沿って選任を行うことで、一般株主と利
益相反が生じる恐れのないように留意しております。

［独立取締役選任基準の主な概要］

１　現在及び過去10年間において、当社グループの業務執行取締役等（業務執行取締役、執行役員、その他の使用人を含む）でないこと

２　現在及び過去5年間において、当社の現在の主要株主、その親会社若しくは重要な子会社の取締役、監査役、執行役員、その他使用人でない
こと

３　当社グループの主要取引先の業務執行者または使用人でないこと。主要取引先とは、過去3事業年度における当社グループとの取引額が、
販売先の時には当社グループの、仕入先の時には取引先の連結売上高の２％以上を占める場合をいう

４　当社グループから一定額以上の寄付を受けている非営利団体等の理事、その他の役員、使用人でないこと。一定額とは、過去3事業年度の平
均で1000万円または当該団体の総収入の２％以上を占める場合をいう

５　当社グループから、過去3事業年度において、役員報酬以外に一定額以上の金銭その他の財産上の利益を受けている弁護士、公認会計士又
は税理士その他のコンサルタントでないこと。一定額とは、過去3年間の平均で年間1000万円以上となる場合をいう

６　以下に該当する者の配偶者、2親等内の親族でないこと

（１） 現在及び過去5年間における当社の取締役、監査役、重要な使用人

（２） 現在及び過去5年間における当社子会社の取締役

（３） 上記２から５で就任を制限している対象者

社外取締役４氏ともにこの基準を満たしており、社外の中立的な立場と専門的な立場から幅広い見識と豊富な経験を当社の経営に活かすととも
にコーポレート・ガバナンス体制の充実を図るために選任しております。取締役会の意思決定の妥当性、適正性、企業経営の健全性等について
提言するなど、社外役員として期待した役割を充分に果たしております。

なお、社外取締役４氏を東京証券取引所に対し独立役員として届け出ております。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する

施策の実施状況
業績連動型報酬制度の導入

該当項目に関する補足説明

当社は、10年ビジョンと中期経営計画の実現に向けて、①当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与えること、②株主の皆様との
一層の価値共有を進めること、③中長期的な業績目標との連動性を一層高めること、の3点を目的として役員の報酬体系の見直しを行い、譲渡制
限付株式報酬制度を導入しました。業績連動報酬部分の一部を「業績連動型譲渡制限付株式」に、長期インセンティブ部分を「勤務継続型譲渡制
限付株式」とし、譲渡制限付株式の一部を、中期経営計画の達成状況や業績等に基づき報酬額を決定する仕組みとすることで、より中長期的な
観点での業績向上や株主の皆様との価値共有を図ってまいります。

「業績連動型譲渡制限付株式」は当社中期経営計画に連動した報酬として導入するものです。対象取締役は取締役（監査等委員である取締役を
除く。）とし、中期経営計画の対象期間（原則3年間）を対象とし、その初年度に役位に応じた報酬基準額に基づいて譲渡制限付株式により支給い
たします。対象期間終了後、中期経営計画にて定める経営指標にてその目標の達成度合いや業績状況を評価し、それに応じた本割当株式につ
いて譲渡制限を解除いたします。解除しない本割当株式については当社が対象取締役より無償取得いたします。

なお、本事業年度は「1618中期経営計画」の最終年度となることから、対象期間は1年とし、「1618中期経営計画」にて定めた経営指標（売上高、営
業利益率、総資産利益率（ROA）、自己資本利益率（ROE））で評価いたします。

「勤務継続型譲渡制限付株式」は現行ストック・オプション報酬に代え導入するものです。対象取締役は取締役（社外取締役を除く。）とし、役位ご
とにあらかじめ定められた報酬額に基づき、譲渡制限付株式により支給いたします。譲渡制限は支給より30年後又は役員等退任時に解除いたし
ます。

ストックオプションの付与対象者



該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

平成29年度における取締役の報酬等の内容は以下の通りです。

取締役（監査等委員を除く）　対象人員７名報酬等の額204百万円

取締役（監査等委員）　対象人員　６名報酬等の額21百万円（うち社外取締役対象人員４名報酬等の額22百万円）

上記には取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人給与は含まれていません。

報酬の額又はその算定方法の決定方針

の有無
あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

取締役の報酬限度額は、平成27年６月18日開催の第94回定時株主総会において、取締役（監査等委員を除く）について年額250百万円以内（た
だし、使用人分給与は含まない。）、取締役（監査等委員）について年額70百万円以内と決議いただいております。また別枠で、平成30年６月20日
開催の第97回定時株主総会において、譲渡制限付株式報酬額として、取締役（監査等委員を除く）について年額112百万円以内及び付与株式総
数1事業年度22万4千株以内、取締役（監査等委員）について年額８百万円以内及び1事業年度1万6千株以内、と決議いただいております。

当社の取締役の報酬は、固定報酬である基本報酬部分と毎期の業績達成度合いに応じて変動する業績連動報酬部分によって構成されており、
各取締役に対して業績及び企業価値向上に対する動機づけが行われ、役割と責務に相応しい体系であると考えています。

また、当社は、①当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与えること、②株主の皆様との一層の価値共有を進めること、③中長期
的な業績目標との連動性を一層高めること、の3点を目的として、譲渡制限付株式を導入しています。

取締役の報酬については、個々の報酬額の決定方式を社外取締役が過半数以上を占める監査等委員会の検討・意見を踏まえ定めることで、公
正かつ透明性を確保する手続きとしています。

【社外取締役のサポート体制】

社外取締役への情報伝達はヒューマンリソース部が担当しており、取締役会の開催日時、場所等について２ヶ月前までに連絡をすることとしてい
ます。また、業務の都合等により欠席した役員への情報伝達も行っています。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

当社の具体的な機関の内容状況は以下のとおりです。

（取締役会）

当社の取締役会は、意思決定の迅速化、健全化、経営責任の明確化を目的とし、取締役（監査等委員であるものを除く。）６名及び監査等委員で
ある取締役５名（うち４名は社外取締役）で構成されています。原則として毎月１回開催し、法定の事項及びその他重要な事項の決定を行い、業務
執行状況の報告を受け、業務執行を監督しております。なお、取締役（監査等委員であるものを除く。）に関しては任期を１年、監査等委員である
取締役に関しては任期を２年として各年度の経営責任の明確化を図っております。なお、重要事項の一部は取締役に委任しております。

（経営会議）

経営会議は執行役員で構成され、取締役会の決定を受けて業務全般にわたる経営方針及び基本計画に関する事項を中心に経営上の重要事項
の審議ならびに各部門の重要な案件について審議を行うため、原則として毎月２回開催しております。

（監査等委員会）

当社の監査等委員会は常勤の監査等委員である取締役１名と監査等委員である社外取締役４名の計５名で構成され、経営に対する監視・監査
機能を果たすこととしております。常勤の監査等委員を選定している理由は、常勤の監査等委員による高度な情報収集力により監査等委員会に
よる監査の実効性をより高めるためです。当社の監査等委員会は、原則として毎月１回開催することとしております。各監査等委員は監査等委員
会の監査基準に従い取締役会に出席し、常勤監査等委員は経営会議等の重要な会議に出席し、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況の
把握に努めるとともに、会計監査人、内部監査部又は取締役（監査等委員であるものを除く。）から報告を受け、監査等委員会としての監査意見を
形成することとしております。

（執行役員制度）

当社は、コーポレート・ガバナンス強化の観点から、意思決定の迅速化、権限・責任の明確化、効率的な経営を図るために執行役員制度を導入
し、取締役会の決定事項の業務執行は執行役員に委譲しております。執行役員は取締役会の監督のもと業務執行を行い、業務執行に係る重要
事項は経営会議で審議・決定し、取締役会に報告しております。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

当社は、取締役会の監督機能を強化する一方で、業務執行機能を経営会議や業務執行取締役に権限委譲し、積極果敢な経営判断を行う体制を
整備していくことが経営と資本の効率を高めることにつながるものとの考えています。こうした考えのもと、自ら業務執行を行わない社外取締役の
機能を活用しコーポレート・ガバナンスを強化していくため、平成27年６月から監査等委員会設置会社の体制をとっております。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送
当社は、招集通知は法定の期限より早い時期に発送するとともに、招集通知発送前に当
社ホームページで招集通知内容を開示し、株主に十分な議案の検討時間が確保できるよ
う努めています。

集中日を回避した株主総会の設定
株主総会は株主との対話の場であり、より多くの株主の出席ができるよう毎年株主総会
集中日と想定される日程を回避するよう努めております。

電磁的方法による議決権の行使 当社は、インターネット等による議決権の行使の機会を提供しております。

議決権電子行使プラットフォームへの参
加その他機関投資家の議決権行使環境
向上に向けた取組み

当社は、議決権電子行使プラットフォームに参加し、機関投資家や海外投資家の議決権
行使が円滑に行われるように努めております。

招集通知（要約）の英文での提供 招集通知（狭義）の英訳も実施し、海外株主に向けた情報提供を行っています。

その他
パワーポイントでビジュアル化しております。また、当社製品の展示をしています。企業内
容等の開示に関する内閣府令に従い、株主総会における議決権行使結果を公表してい
ます。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有
無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表

当社は、株主・投資家等資本市場参加者などに対する当社グループの情報開
示の方針としてディスクロージャー規程を定め、会社情報の正確・適時・公平な
開示に努めています。

当社の情報開示に対する姿勢については、当社ホームページにおいて「ディス
クロージャーポリシー」を公表しています。

https://www.ahresty.co.jp/company/governance/sh_dialogue/

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

決算内容および中長期ビジョンについて、代表取締役による説明会を年間２回

開催しています。
なし

IR資料のホームページ掲載
決算短信、四半期業績、有価証券報告書、株主通信、決算説明会資料、適時
開示資料、中期経営計画等を掲載しています。

IRに関する部署（担当者）の設置

当社における株主との対話については経営企画部が担当となり、代表取締役

社長が統括しています。

株主との対話に関しては、経営企画部が代表取締役社長、管理本部長等と対

応方法を検討し、適切に対応していきます。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

コンプライアンス基本方針、アーレスティグループ行動規範において、ステークホルダーに
対する基本方針及び行動規範を定めています。なお、当社ホームページでも基本方針及
び行動規範を開示しています。



環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施

当社はISO14001に基づき環境マネジメントシステムを構築し、環境にやさしい企業をめざし
て活動を続けています。

全社の環境方針や各事業所の環境側面、各種の法的規制などを評価・把握して、各事業
所ごとに環境目的・目標を設定し、実行計画を展開しています。その活動や成果について
定期的にチェック・フォローを繰り返し、継続的な改善活動を推進しています。これらの活動
については、Ahresty Reportで紹介をしています。

Ahresty Reportは当社ホームページでも開示しています。また、地域社会への貢献活動と

して当社グループ各事業所にて地域の清掃活動等を実施しています。

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

会社情報を正確・適時・公平に開示するしくみをディスクロージャー規程として定めていま
す。また、情報管理については、情報管理規程・個人情報保護規程などをAS（Ahresty

Standards）として定めています。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

当社は、平成18年５月に内部統制システム整備に関する基本方針を決定いたしました。平成20年4月に反社会的勢力に対する体制、金融商品取
引法に基づく財務報告に係る内部統制整備の体制に関する方針を追記し、その後の改定で一部文言の変更を経て、平成27年6月に改正会社法
（平成27年5月1日施行）及び監査等委員会設置会社への移行に対応した方針の改定を行っております。

当社及びグループ会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制、取締役の職務の執行が効率
的に行われることを確保する体制として、取締役から従業員までを対象とした行動規範としてコンプライアンス基本方針及びアーレスティグループ
行動規範を定め、社内に周知するとともにグループ会社を含む全従業員より「誓約書」を提出させ、企業倫理の徹底と遵守に努めております。ま
た、企業倫理の徹底と遵守を図るためグローバルコンプライアンス委員会を設置（当社の主な事業所及び子会社各社にコンプライアンス委員会を
設置）しており、同委員会が運用するコンプライアンス通報制度は、社内外に窓口を設置し問題を早期に認識することで適切な対応を図る体制を
構築しております。当社の取締役会については取締役会規則が定められており、その適切な運営が確保され、月１回これを開催することを原則と
し、その他必要に応じて随時開催を行い取締役間の意思疎通を図るとともに相互に業務執行を監督し、必要に応じ外部の専門家を起用し法令定
款違反行為を未然に防止するようにしております。当社取締役会の決定に基づく業務執行のうち当社グループに横断する重要な業務執行につい
ては執行役員によって構成される経営会議における審議を経て執行しております。また、業務執行については当社グループを含めて適用する「業
務分掌規程」、「職位・職務権限規程」及び「稟議規程」等において、それぞれの責任者及びその責任、執行手続きの詳細を定め、これらに基づき
実行しております。

取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する体制については、当社のAS(Ahresty Standards)に規定する情報管理規程・情報システム

規程等に基づきその保存媒体に応じて適切かつ確実に検索性の高い状態で保存・管理することとし、必要に応じて10年間は閲覧可能な状態を維
持することとしております。

当社及びグループ会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制については、後記のリスク管理体制の整備の状況のとおりです。

企業集団における業務の適正を確保するための体制については、「経営計画管理規程」及び「関係会社管理規程」に従い、当社への決裁・報告制
度によるグループ会社経営の管理を行い、月1回開催している工場長会議のほか、必要に応じてモニタリングを行っております。

グループ会社においても業務の適正を確保するため、コンプライアンス基本方針、アーレスティグループ行動規範等グループ会社を含めて適用す
るASのほか、これを基礎として、グループ各社が諸規程を定めております。また内部監査部は、内部監査規程に基づきグループ会社の業務監
査、内部統制システムの有効性についても評価を行っております。

また、当社及びグループ会社は財務報告の信頼性を確保するため、経理部が中心となり財務報告に係る内部統制が有効に行われる体制を整備
し運用しております。

監査等委員会の職務を補助する者を設置しており、監査等委員会の職務についての指揮命令系統の明確化、人事面を監査等委員会の同意の
上で決定することで、当該補助者の独立性と当該補助者に対する指示の実効性を確保することとしております。また、監査等委員会への報告及び
監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するため、経営会議・工場長会議等の重要な会議への監査等委員の出席、内部監査部から
の報告、コンプライアンス通報制度による報告のほか、必要に応じて監査等委員会へ報告することとし、監査等委員会と内部監査部及び会計監
査人と情報交換を密にし、連携して監査が実効的に行われるようにすることとしております。

　・リスク管理体制の整備の状況

当社グループの内部統制システムの有効性を高めるため、統制環境の整備を進めるとともに、総括的な「リスク管理規程」を定め、様々なリスクに
対する評価とその発生の回避及び発生した場合の影響の極小化に取り組んでおります。また、同時に不測の事態に対応すべく「緊急事態対応要
領」を定め、有事の際には同要領に基づいた対策本部を設置することで、迅速な対応を行い、損害を極小化する体制を整えております。当社は、
会社の経営に重要な影響を及ぼすリスクの１つとして地震災害を取り上げ、平成21年度より事業継続計画（BCP）を策定し推進しております。有事
の際における被害の極小化を図るための予防対策ならびに早期に生産を復旧させるための体制整備を継続して進めてまいります。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

反社会的勢力排除に向けた取組みとして、社員は、暴力団等反社会的勢力および団体に対しては不当な要求や取引の要請等は断固排除するな
ど、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対しては、毅然とした態度を貫くことを基本的な考え方としています。

また、「アーレスティグループ行動規範」にその旨を記載し、グループ社員全員に配布し周知徹底を図っています。その他、警察機関と連携して組
織的に対応が図れる体制を整えています。さらに、当社およびグループ会社と取引のある仕入先・委託先には取引基本契約の覚書として反社会
的勢力排除に関する覚書の締結を行いました。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

適時開示体制の概要

当社においては、会社情報を正確・適時・公平に開示することを基本方針として、各種社内規程の周知徹底を図るとともに、情報開示統括責任者
（経営企画部長）の管理・監督のもと、重要情報の管理・開示書類の作成・開示を行っています。

関係法令ならびに証券取引所に規定される決算等に関する定期開示情報および適時開示情報、投資家の投資判断に影響を与えると思われる会
社情報は、情報開示統括責任者に集約されるしくみを構築しています。

重要な情報を公表する過程では、厳重なセキュリティー管理を行い、重要な情報および該当する可能性のある情報が公表されるまでは、その情
報に関係する役職員にその事実を認識させるとともに、その情報を関係者以外には一切公開しないことを徹底させるため役職員に「インサイダー
取引防止規程」および「就業規則」の遵守を徹底させています。

法定開示情報、自主的開示情報の公表までのプロセスは、情報開示統括責任者の監督のもと、経理部・経営企画部が連携して原稿作成および
確認を行い、全社情報管理責任者の確認、必要に応じて会計監査人の監査、社外の弁護士によるレビューを受け、情報の重要度に応じた決裁を
経て情報開示することを基本としています。

適時開示情報は東京証券取引所の適時開示情報伝達システム（TDnet）に登録し公開する一方、同取引所内の記者クラブへ資料を配布し、公表
後、速やかに当社ホームページ等においてもその内容を開示しています。

情報開示の一貫性を維持するために、社長、管理本部長、経営企画部長、経理部長、IR担当者を情報開示担当者と定め、会社情報の開示は原
則として、これらの情報開示担当者が行うこととし、情報開示担当者ではない役職員が資本市場参加者から情報の開示または質問を受けた場合
には、自身では答えずに必ず情報開示担当者にその旨を連絡するよう徹底し、連絡を受けた当該情報開示担当者は速やかに所要の対応を行う
こととしています。




